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印西地区環境整備事業組合

管 理 者  山 峙  山 洋 様

印西市長 山崎  山

印西クリーンセンター次期中間処理施設整備事業 事業対象候補地
の選定について (回答)

平成 22年 5月 13日 付 け、印環第 312号 において、協議 のあ りま した この

とについて、下記の とお り回答 します。

記

回答要 旨 : 事業対象候補地 3箇 所のまちづ くりにおける見解 についての検討
にあた り、現施設 (印西 ク リー ンセンター)の検証 を行つた。

そ の検 証結果 を踏 ま えた うえで、 ま ちづ く りの具体 的 な視 点
として、「都市計画」、「景観」、「住民への影響度」及び 「環境負荷軽減
への貢献度」の4つ を抽出し、事業対象候補地 3箇 所をそれぞれ分析 し、

意見を整理集約 した結果、まちづくりの具体的な視点における各候補地
の意見については、大きな差はなかった。

しか しなが ら、昨今の環境問題、循環型社会への転換、また印西

地 区ごみ処理基本計画 にお ける基本理念等 を踏 まえると、現行の

熱供給施設 (エネル ギーセンター)及び余熱利用施設 (温水セ ンター)
へ引き続 き熱エネル ギーを供給す ることによ り、現在 と同程度以上
の C02の 削減が期待できることか ら、候補地 としては、現在地、
又は泉 ・多々羅 田地先が望ま しい と思われ る。

また、経済性 については、処理施設の整備 には多額の費用負担が

伴い、大 きな課題であることか ら、印西地区次期 中間処理施設整備

検討委員会か らの報告 を尊重 しつつ、印西地区環境整備事業組合に

おいて、 さらに精査 0研 究 していただきたい。

添付資料 :「まちづくりの具体的な視点 (要素)に おける各候補地の検討結果」
「現施設 (印西クリーンセンター)の 検証」

3。 そ の 他 : 候補地選定の際には、周辺住民の生活環境 を十分考慮 していただ

きたい。また、選定後は、地元対策 を十分考慮 していただきたい。
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